<技術報告>採用から定年まで by 平野, 憲雄
Title<技術報告>採用から定年まで
Author(s)平野, 憲雄




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
























 1 年経過すると、もっと仕事を面白くするには勉強が必須と考え、1967 年 4 月から夜間






 写真 4 開所式と先生方 
 









































写真 5 広帯域地震計観測装置 
写真 6 テレメータ装置とミニコン 
 
写真 7 地震計の設置場所（勝山） 
きず 2 重窓も 1 枚のみとなり、業者に頼み込んで立ててもらった。蛇足だが、それが原因
か判らないが、その業者はつぶれてしまった。10 月 24 日の開所式は鯖江市商工会議所で
行われた。写真 4は岡本京大総長、吉川防災研所長、観測所所長の岸本先生である。観測





































写真 8 STS 地震計（ガラス容器で気圧が低い） 
真 6 左）が 1976 年の春から導入された。そして、念願だったミニコンピュータ（写真 6
右）も納品された。最初は CPU のメモリが 8ｋワードで紙テープを媒体としたタイプライ
タのみだった。タイプミスをしたら紙テープつなぎ合わせて修正したものだ。年ごとに紙
テープ読み取り機、メモリ増設、外部バードディスク装置、カセットテープ読み取り装置、





































写真 10 山肌で岩を掘り出して設置 
  










































写真 11 左はこの辺りと穴を掘り、右の地震計（青いコンテナの中）を見つけ出す。 
写真 12 左は切断したケーブルを掘り出したところ。右は手作業で埋設作業 























































































































写真 17 窓を板で塞ぐ雪囲と豪雪で埋まった宿舎 




1980 年 12 月 28 日から降り始めた雪は一晩に 50ｃｍを超えるものであった。その後も降
り止まず、正月には 100ｃｍを超えて車での出入りが困難になり、1 月中頃には観測所で










写真 18 今庄送信室の点検。屋根から下の入り口へと除雪して行く 
 写真 20 土石流による送水管断裂とパソコンによる観測装置など 















 1984 年 9 月 14 日に発生した長野県西部地震（M6.8）は御岳山の崖くずれと土石流で大
きな災害をもたらした。御嶽山の斜面崩壊で土石流が発生し下流へと数十ｍの高さで押し
流して行った。その証拠として、飴のようにちぎられた発電所の鉄製送水管があった（写
































写真 23 重力測定（誰がみても思う、何しているの？） 
 





























写真 25 郷村断層トレンチ 





























































が強く望まれていた。パソコンにはまっていた小生は 2 台の CPU を使う方法で欠測なしの
方法で可能とした。 














タは J-ARRAY のデータと呼ばれている。図 1
はシステムの構成である。図 2は編集された
波形例で縦軸は地表での角度（1 度は約 111







図 1 J-array システム構成図 








































ようとするものである。1 年で数 cm と言われているから毎年計れば検出できる大きさであ
写真 28 震災予防協会賞の新聞記事












み取りソフトを開発した。 パソコンに出会ってから N88BASIC を覚えて地震観測システム、
地球中心核、STS 収録、波形処理などのソフトを開発してきたのを集大成したらどうかと















写真 30 学位論文 







































写真 31 鯖江市産業まつりへの出展とミス鯖江の横でおとなしいおじさん 
 技術室が 1996 年 5 月から発足して 36 名の技官が一つの組織になった。各研究室や観測
所に派遣された形で今までの仕事は同じと言われたが、ネットワークや広報関係の所内全
体の業務が増えるにつれて技術室に常駐する人材が増えてきた。定員削減のために先輩が








 最後に 41 年と 9 ヶ月の間、人生の大半を京都大学という職場で過ごしてきた。写真 1
は耐震改修工事前の防災研玄関前で撮影したものである。2008 年には新しい場所へ引っ越
しをして、平野という人がいたっけとなることを期待する。苦労もあったが全てを良き学
びと感じられるようになった。皆様の理解とご協力に支えられ無事に定年を迎えることが
できたことを深く感謝致します。 
